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l．はじめに

大阪経済法科大学では、20脚一檻人幅なカリキュラム改葦を導入した。その

結果、それまでの一般外国群㌢習カ・ノキュラム1・であった「英語」及び「第＿一

外国語」（トイツ語・ブラ／ス語・申同語・掛申請・ロンア語のうち1言語選

択）必修システムを変更し、乍生は、全ての外国語の中から一言語を選択し学

習することか必修となった0この変更を受け、それぞれの外国語は上二級科目を

充実させるへく200咋度より新たな科目を開講した。

本学　般外国語英語教育は、「視聴′托英語」と「英語衣規」の2科目から成

り立っている。ノ四一は、不∵－ティ7スピーカー教員指導のもと「視聴僅英語」

で、「話す・尉】く」のオーラルコミュニケーノヨン能力を身に付け、「英語表現」

では、「読む・苦く」というリテラシー能ノノを養う○これら2科目を修アし、

より闘いレヘルの英■・吾を学習したい学生のために「英語会話」が開講されてい

たが、2004年度から、さらに■甜度な「英語総合演習」を開講することとなった。

この科目は、中級以上の某語レヘルをJJJち合わせた学件や、英語圏への留学を

終え帰国した草月二に通した科臼とされている。

本稿では、筆者が拒、▲1する「堆語総合演習」（時・上l英語）を開講し、半期を

経過したところで、木下での英語教育及び教養教盲としてのl帖事英語教育」

について考察する。
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教養教育としての英語総合温習（時事英語）（吉川）

2．時事英語教育の意義

21．情報把握・情報活用能力の画養：情報アクセスの観点から

移い、情報が時空を超え溢れる今日、英語によるメティアは今までにも増し

て重要な役割を果している。BBCやCNNなとの世界規模のメティアネット

ワークによる24時間放送や、動画、苗声が剛寺に入ってくるインターネットニュー

ス、それにイノクーネソトを媒介とした閲覧可能な様々な新聞や雑誌が従来の

情報形態に加わり、今や瞬時にして膨大な竜と栢類の情報取得が可能となった。

これらの情報の多くは、現在世界で共通語とされている英語を媒体として流

され、その膨人な情報の社会的意味・影響力を鑑みる時、学生が時事英語を学

ぶことは、偶人の情報へのアクセス能力を高める上で極めて重要で意義の大き

なものと考えられる。

2　2　英語教育の観点から

時事英謝こ触れることにより、学′巨はメティア特有の表現や語法なと、既習

の英語表現には含まれなかった新たな表現に接することが山来る。特に時事英

語には、動詞と前置詞の結びついたフレーサルノ‥、1一一プや、文化的・社会的背景

の理解を必要とするイディオムなとも多く含まれ、学生は、より幅広い英語能

力が培うことができる。

また、学生は、ニュースで頻繁に使用される高いレヘルの語彙の習得や、世

界の様々なところで使われるU語表現なと、異なったスタイルの、言わは、多

椰多様な英語を学びとることができる。時事英語の学習は、TOEIC・英検・

包連英検等の英語能力検定試験の受験対策にもィ、可欠といえといえる。

2　3　教養教育の観点から

時事英語を学ぶことにより学生は、今日、国内及び世界で起こっている事象

に臼を向ける機会をより豊富に持っ事ができる。様々な記事を通して世界の大

きな流れを察知し、また、その問題がなせ生じたのか等、個々の事象に対する

歴史的・祉会的背景を学ぶことは、学生の現代社会に対する理解を深めると同
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教養教育としての英語総合満習（時廿英語日吉川）

時に、彼らの知的探索心を多いに刺激することにもっなかる。

また、同　事象に対する諸外国メディアとl・州メディアの報道における焦点

の追いや、微妙な長堀の差異を読み取るなかで、なせそのような和迩が1じる

のか、また、それぞれのIklの政治・抒済・社会・歴史的背景等がメディアにり

える影響を′半生白身が気付き考える契機となる。このような．1ユユ考行動を養うこ

とにより学1は、Hらの身近なメディア情報のみで事象の件椿を判断すること

の危険さ、また情報H体の信畑作を懐疑してみる　肌脚勺思考能力，（。rlt．Cal

thlnklngSkllls）（Smlth2003）を育むことができる。

さらに、請外し【＼Iで報道される口木の帖恥こ触れることに上り、外同おける11

本の評価を知る機会を持っとr‖川寺に、その．秤価を客観的に受け止めながら分析

する力も養うことが可能となる。

このような観点から、時事英語教育は嘲二英語教育にr卜まらず、日本社会を

含む世界の多様な徽章、を英語という口語を川いて学ぶことができる不日1である。

従って時事栗語教育は判かよりクローハルな視野を持った人格形成を子Jう上

で、極めて重要な教養教育の一環となり得る村Rであると考えられる。

3．時事英語教育の内容

3　1．シラハス

海外で放送されているニューース（ラノオ・抑甘判や維誌に掲減された記事等

を教材とし、英語のスキルアソプを図ることを目的とした授業であることを述

へ、2004年度授業要綱には以卜の内杏を∴及する。

リス二ンクやリーティンクの強化のみにIIまらず、英語でのティスカソ

ソヨンも加え、英貢吾を用いての表現能ノノの向卜も狙う。また、海外で口

本というし鋤1とのように捉えられているのか、臥止を日本の外において

客観的に日本をnっめる訓練も兼ねている。授業で配布される井≠新聞・

雑誌を読んだり、ニュースを闘いたりしながら内容糾柏を打っていく。

本演習は、チャレ／ノ精神があり臼らの英語力をより高めたいと感じて

いる学′1、若しくは、留学からJ天って英語のレヘルをf■f続させたい？・生

錮　－



教養教百としての英語総合電習（時串英語）（吉川）

にl［小、ている。

3　2　授業内容

授業のl勺細ま、1として2つの構成で成り立っている。まず、授業の前、1′は、

それぞれの′、jご：生が、前週の授業からの一週間にメディアで報道されたニュース

域臼を　つ選び、英語で発表する。これは、毎週の課題とした㌔　この際、′、；J

叶は、との分野のニュースを選んでちょいこととされた。それぞれの学′トが発

表した後に、そのトビノクについての質疑応答が持たれた。

次に、英語を使用して報道されたニュースをは肌、たり読んだりして、その内

審理鮒を‖う。学確が、その報道についての背㍊知識を養うことを目的に、こ

の沃動の最机の段階で、そのトピソクについて短時間の話し合いを持ち

（Pre－llStenlng／readlng aetlVlty）、内容理鮒の補助とする。また、この

l）reLllStenlng／readlngaCtlV】tyは、内省を理解した後のティスカソン′ヨンに

も大きな役割を果たすことから、問過を提起する形でオープンエントとする。

授業では、報道対象である事象を国内外で起こった一つの無機的な山東事、

すなわちl点」として捉えることなく、むしろ過去から現在に続く「継続した

歴史」として把捉し、その事象が起こった背景や原因、また日本社会や世界に

及はす影響なとについても考察を進める。

3　3　任用教材

教材とする報道は、学年にとって親しみのあるトピックや、随事、メティア

で広く脈り⊥けられた報告等、彼らにとって、より興味深いものを選ぶように

舞める。

リス二ノク教Hは、学／lの聴解能力を考慮し、英語ツ習教材として開発され

たものを採川する。只イ本的には、実際に報道されたBBCランオニュースの内

容をそのままに、発話速度を落としたもの、また、アメリカの国営ラノオ放送

（VOA）が、英語を母国己吾としないリスナーのために、難度を下げた表現で放

送しているニュース番組等、時里美語教材のリスニング川に開発されたもので

ある。　しかし、その内容は決して、†′易な物ではなく、学年のもつ英語能ノブを
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教養数百としての英語総合碗習（時印英∪テラ）（吉日l）

適度に超えるレヘルであり、彼らの英語力の吏在る向1に過した教材である

（Krashen1985）と考えられる（）また、リーティンク教材も、リス二／ク教

材同様、時事英言出学習＝】に閃発された教材や英川上を使用した。この他に、

英語で．汀かれた11本に関連する‖⊥事をイ／クーネソト【の二ュ【スメティアか

ら選び教材とした。

4．春学期を終えて■その成果と展望

4．1春学期の成果

語学血でのド山一、柑こノ了∴′Lに上る外同語習得能力の＝己riH矧こついて述へる。

学生が、語学鞘射）ための効果的な学欄や、その成功に不可欠な機能の一つと

されている学習ストラテノー抽〝血曙油血愕融）（0XltHd19町0Xfol・d＆

Crookall1989）を発達させたことは、人きな成果として挙けられる。ここで

占う学習ストラテン∴－とは、主に認知ストラテノー1（cogn血eS加厘エeぶ）

と呼ばれるものを指す。このストラテン」により、学′lは多数の末修得単語・

表現が連続するテキストから、川4－ワートとなる語をもとにテキスト内にあ

る換価言缶イ1」を見っけ山し、その意味を推定することに上り内省を把握しようと

する姿勢、は）テキストから子■Jた情報を既存の概念と快樋ィ、＝ナ、それらを内容和

解の手段とし所用する能力、（3）新たに得た情報をもとに、未知なる情報を想見

する過程で、テキスト内容の結果／拙論を推察する姿勢等、英語学字引こ能動的

に関わる習慣を形成しノ始めた。すなわち、′羊生は、1既存の知識、その知減に基

ずく∩らの推理、そして文脈内のテキストから把握した悍用ほ有機伸こ閑適付

け、全休を理解する方策（ん0如上C叩prOα油日Arnnld2004）を学び始めた

のである。これにより′半生の英語受容能力Lに向　が認められた。

また、3　2　に記された「ニュース裾■†lという．課題を各学年が毎週持ち

寄り発表することは、学習占中心（～edrner－Ce抽redgα77糾αgeとpαr九mg）

（Nunar11988，Lee＆VanI）atten1995）のT習環境を整えるうえで非常に効

果的な役割を果たしたと∩える（）学廿がH分の経験・′罠潟をクラスに持ち込み、

それを他の学／1と共有することをrTJ能にするこの経験は、′、糾廿1身かし′Jらの語
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教養教育としての英語総合儀嘗】（時事英語）（吉川）

学学習態度を枯侍的なものとして管押する（Lagutke＆Thomas1991）姿勢

を百んた。はじめは、発表者に圧意を払うことが少なかった学年も、発出を続

けて寺】うなかで、徐々に宇′仁同Ⅰ一の意見交換も行われるようになり、他の学′Ⅰ

から骨まうと1る姿勢（Rendo1995）も育った。）

その他、学生がメティア報道に臼を向ける態度をっけ始めたことも成果とし

て挙けられる。授業開始当別、学生の多くが、新聞・雑誌・テレヒ・インう7－

不′卜を含む様々な媒体を通した報道に揺する機会が、皆無、若しくは、非瑞

に希薄であるとしていた。しかし「ニュース報告」を毎週の課題とすることに

より、様々なメティアソースに対し、より机極的に揺する姿勢が育まれつつあ

る。また、この湖題は、ノ、〕叫二がそれまで留意しなかった報道項Rを認識する機

会を1える一助となった。ギ／トの発表は、週を遇うことに社会・環境・政治・

経済・国際・スポーツと多岐にlLり、彼らの祉会車象にl対する興味の高まりを

山川見ることが出来た。

また、同一▲事象に対する諸外岡の報道を含めた複数のメティアの報道内容を

比較し、各メティ了やその社会の視点の相違に着日したり、その相違が何に起

l人するものかを考察する機会を持ったことは、▲批判的思考態度’を身につけ

るうえで学／いことって大切な経験であったと言える。

4　2　今後の展望

まず、学′1「Hの英語能力格差が甚だい、状況であったことから、開講後、授

業内容を変更せざるを得なかったことが挙けられる。その能ノ」弟は、時‾事英語

の学釦こ耐えうる英語力が備わっている学生から、基礎的なものに留まった扶

憶である学年と、思いのほか大きかつた。その結果、‾㌣定していた授業のほと

んとを某語で行うという授業形態が不可能となり、授業は日本語を併用する形

となった。この科目が木イ1度から始まったことや、Il常会話で用いる英語と著

しく異なる時事某．，如月言語レヘルに対する認識が浅かったことがあげられる。

次年度に向け検討する必要がある。

また、この演習は、r読解能力」・r他解能力」の向L▲を基幹とし、その上に

「会話能ノJlの発根をツ習の1なねらいとしたか、春草1折においては、「読むこ
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教養教丙としての英語総鋸紆日時事英扁引（il川）

と」を中心に授業が進められた。これは、γ隼が「読解教材」）読み取りにか

なりの時間を要したためである。1つの教材に平均2］－7（卜記3　2で記さ

れた他の活動を含む）の授業皿州を費やした0今後は、他の21のスキル声日

のために時間を有効的に使う⊥夫を必要とする。

教仙こついては、「読解能力」・r聴解能力」ともに、時甘鋸．′微行の教材と

して開発されたもの以外、すなわち直接メティアソ一一スから引川・活mした情

報は、学生にとって難易度が高く、布学期の段階では甘ユキ教師）観点から適切

ではないと判断された。しかし、川古事英語教り」のl甘否は、、■1然「情報」と

しての新鮮さに欠けるものであり、授業の目的のひとってある、様々なメティ

アソ】スからの′1きた帖報入トr．叩能ノJの開発という軋点からは、その日標

に到達するには士らなかった。

この他、学′lによる「二ュ【ス幸虻」は、引き続き／後もhう予定であるか、

その発表方法にはT人が必要とされる。学′lの中には、英語で捌かれた記事を

自らが消化しきれぬままl読み聞かせる」という形で発よしてしまうケースも

見うけちれた。そのような場合のほとんとは、発表を聞く他の7′1の和解も得

られず、発表者の「ソ附り」で終わ←）てしまうことが多い。今後は、まず、発

表する学生‖身が報道鴫11をよく矧挿した卜で、聞く学叶が、より理解しやす

い平易で、かつ止確な英語を川い発表できるようにする必要かある。

また、この報告を矧感させ、発表するl甘象に対しての白らの意見、その意見

を持つに至「た思考過程と客組的判断の根拠等も発表に組み込む等、学生の
‘批評的思考能力’の発達を促尋‾ことを11倍としたい。

5．おわりに

2004年度春学期より開講されたF級英語科仙＝英語総合蔵習」（時事英語）

について布学期終J／段階での成果と展勤こついて考察を行った。

「時事英語」という科目を、「英語教育」とl教養教市lの帖両をfR御伽こ

押う科Llとして付酎jけ授業を打った。今後もそのハランスをうまくとり、こ

の　一つの教育がより効果的に寺」われるよう、創意†夫を進めていきたい。
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教養数台としての貼】ヲ総合化習　性　翫吾）（f【川）

注　　記

1）本学の外臥．台教育は「一般外国語コース」と「英語圏・申同留学コース」

の2種類に分けられる。「英語同・車間留学コース」を選択しない号／卜は、

全て「・般外国語コースlに入り、それそれ選択した言語を学ぶ。

2日用溝直後、ニュースに関心が低い芋′上が複数名いることが判明し、毎週の

課題として芋／l二に与えることとな1た。

3）01MaHeyetal（1985）による学習者ストラテ／一には、’meと郁Og乃山Ue

strategleSrと’cognltlVCStrategleS’がある。

4）Mllen（1981）は、語学学習者の発表能力（pr・OductlVeablllty）と受容能

力（reぐePtlVeab】11ty）の相違を明示した。
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